










長引く不況による企業の経営縮小、倒産、大量の離職者
発生が地域全体に計り知れない影響を与えています。
このため、雇用の状況（特に高校生の就職状況）、雇用創
出・拡大のために市が進めている支援施策や誘致企業の現
状を知りたく市役所と誘致企業を訪ね、リポートします。

雇

用

の

状

況

最
近
２
年
間
（
平
成
１２
年
１０
月
〜
昨

年
１０
月
）
の
有
効
求
人
倍
率
（
パ
ー
ト

を
除
く
）
の
動
き
は
左
図
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
全
国
、
秋
田
県
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
大
館
管
内
（
大
館
市
・
比
内

町
・
田
代
町
）
と
も
下
降
線
を
た
ど
り
、

昨
年
５
月
で
底
打
ち
、
そ
の
後
は
回
復

基
調
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
大
館
管
内
は
県
全
体
よ
り

幾
分
良
い
結
果
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
大
手
建
設
業
な
ど
の
規

模
縮
小
な
ど
の
影
響
が
、
大
館
管
内
の

昨
年
４
月
〜
７
月
の
数
値
に
表
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
誘
致
企
業
で
の
雇
用

拡
大
、
廃
プ
ラ
廃
木
活
用
企
業
の
操
業

や
大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開

業
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
大
幅
な

改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

高
校
生
の
就
職
状
況

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館
管
内（
大
館
市
・

比
内
町
・
田
代
町
）
の
今
年
３
月
高
卒

予
定
者
の
内
定
率
は
６７
・
８
％
（
昨
年

１０
月
末
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
希
望
者
２
６
４
人
の
う
ち
内
定

者
は
１
７
９
人
で
、
内
定
率
は
県
内

ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
高
校
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
な
ど
を
活
用
し
て
独

自
の
求
人
開
拓
に
努
め
た
ほ
か
、
企
業

側
も
当
初
予
定
よ
り
多
い
求
人
申
し
込

み
を
提
出
し
、
選
考
結
果
を
早
め
に
伝

え
る
な
ど
し
た
結
果
で
す
。

し
か
し
、
県
内
就
職
希
望
者
の
内
定

率
は
５４
・
５
％（
全
県
平
均
３３
・
３
％
）

と
厳
し
い
状
況
で
す
。
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有効求人倍率：公共職業安定所に申し込まれている求職者数に対する求人数の割合
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企
業
誘
致
と
行
政
施
策

市
で
は
、
産
業
経
済
の
振
興
・
発
展

と
多
く
の
雇
用
を
生
み
出
す
た
め
、
積

極
的
な
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
大
館
市
工
場
等
設
置

促
進
条
例
」
に
よ
る
奨
励
制
度
の
充
実

と
魅
力
あ
る
工
業
団
地
の
整
備
を
進
め
、

さ
ら
に
、
首
都
圏
在
住
の
「
大
館
市
企

業
誘
致
協
力
員
」
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
積
極
的
な
企
業
訪
問
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

近
年
、
そ
の
成
果
が
着
実
に
表
れ
て

き
て
お
り
、
平
成
１３
年
に
は
菱
山
製
薬

（
株
）の
誘
致
に
成
功
。
全
国
的
に
も
珍

し
い
ビ
ッ
グ
な
企
業
誘
致
と
し
て
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
長
年
培
っ
て
き
た
鉱
山
技

術
を
生
か
し
た
「
環
境
産
業
」
と
、
良

質
で
豊
か
な
工
業
用
水
を
生
か
し
た
医

薬
品
や
食
品
な
ど
の
「
健
康
産
業
」
を

市
の
新
し
い
基
幹
産
業
に
す
る
方
針
で

企
業
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。

工
場
等
設
置
促
進
条
例

市
内
に
工
場
・
研
究
施
設
な
ど
を
立

地
す
る
企
業
に
助
成
を
与
え
る
施
策
で
、

市
外
か
ら
の
誘
致
企
業
の
ほ
か
、
地
場

産
業
育
成
の
観
点
か
ら
地
元
企
業
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

昨
年
１０
月
現
在
、
こ
の
条
例
の
指
定

を
受
け
て
い
る
工
場
は
３７
社
、
従
業
員

数
は
２
、３
２
８
人
で
す
。従
業
員
数
で

は
、
本
市
の
製
造
業
従
事
者
の
約
５５
％

に
達
し
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
に
操
業
を
開
始
し
た
菱
山

製
薬（
株
）大
館
工
場
の
従
業
員
数
は
、

将
来
は
５
０
０
人
体
制
に
す
る
計
画
で

す
の
で
、
本
市
に
お
け
る
誘
致
企
業
の

占
め
る
割
合
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

工
場
団
地
の
整
備

市
が
進
め
て
い
る
工
業
振
興
に
よ
る

雇
用
創
出
事
業
の
大
き
な
柱
が
、
工
業

団
地
の
整
備
で
す
。

現
在
市
内
に
は
、
花
岡
地
区
に
市
営

花
岡
工
業
団
地
と
市
営
花
岡
第
２
工
業

団
地
、
二
井
田
地
区
に
県
営
大
館
工
業

団
地
、
県
営
大
館
第
２
工
業
団
地
、
市

営
二
井
田
工
業
団
地
の
５
つ
の
工
業
団

地
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
工
業
団
地
の
総
面
積
は
１

０
４
・
２
ha
、
工
場
用
地
は
８４
・
７
ha

で
、
現
在
の
分
譲
率
は
約
７９
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

工
業
団
地
に
勤
務
し
て
い
る
か
た
は

１
、
６
３
５
人
（
昨
年
１０
月
現
在
）
で
、

本
市
の
製
造
業
に
従
事
し
て
い
る
か
た

の
約
３８
％
に
達
し
、
工
業
出
荷
額
で
は

約
５０
％
を
占
め
る
な
ど
、
雇
用
・
生
産

面
で
本
市
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

限度額など

２億５千万円

５百万円

３年間

操業開始後３
年以内に申請。
限度なし

限度なし

１千万円

２百万円

助成額など
１０万�を超える
面積１�につき
３千円
従業員１人につ
き１０万円

課税免除

１０人を超える地
元従業員１人に
つき１０万円

１人につき１０万
円

対象経費の１／３

対象経費の１／３

条 件
県営大館第２
工業団地を１０
万�以上購入
指定工場とな
ること
土地取得後１
年以内に工場
建設に着手
１０人を超える
地元従業員を
雇用
操業開始から
２年以上継続
して雇用
操業開始から
３年以内に設
置・購入
工場敷地の２５
％以上に緑地
等を設置

助成の名称

用地取得費助成金

操業開始時支援金

固定資産税の
課税免除

雇用奨励金

障害者雇用奨励金

福利厚生施設・
除雪設備等助成金

緑地等環境
保全施設助成金

従業員数

計

１，０９７人

７３人

２１３人

２２２人

３０人

１，６３５人

女

２８４人

１５人

４８人

１１１人

２人

４６０人

男

８１３人

５８人

１６５人

１１１人

２８人

１，１７５人

立地企業数

４社

１社

１２社

６社

１社

２４社

残面積

―

１６．０ha

１．７ha

―

―

１７．７ha

立地面積

２４．８ha

１９．６ha

１３．１ha

６．９ha

２．６ha

６７．０ha

工場用地

２４．８ha

３５．６ha

１４．８ha

６．９ha

２．６ha

８４．７ha

団地面積

２６．９ha

４８．３ha

１７．３ha

９．１ha

２．６ha

１０４．２ha

分譲開始年

昭和５０年

平成１０年

平成２年

昭和６２年

平成７年

―

事業主体

秋田県

秋田県

大館市

大館市

大館市

―

工業団地名

県営大館

県営大館第２

市営二井田

市営花岡

市営花岡第２

合 計

地
区
名

二
井
田
地
区

花
岡
地
区

平成１４年１０月１日現在
大館市工業団地の状況

大館市工場等設置促進条例

助成内容

指定の要件
市内に工場・研究施設等を新設、増設または移設した場
合で、投下固定資産（土地代を除く）が１，９００万円を超え、
新たに雇用する常用の従業員数が５人（地元企業は３人）
以上であること

市民リポーターだより No.５
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水
と
空
気
と
緑
に
恵
ま
れ
た
美
し
い

自
然
環
境
の
二
井
田
地
区
工
業
団
地
。

本
市
で
一
番
新
し
い
誘
致
企
業
で
あ
る

菱
山
製
薬（
株
）の
大
館
工
場
を
訪
ね
、

河
村
工
場
長
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

Ｑ

本
市
へ
の
工
場
立
地
の
理
由
は
。

Ａ

（
株
）ニ
プ
ロ
の
工
場
が
あ
る
こ
と

と
水
質
が
良
く
安
価
な
工
業
用
水
が
大

き
い
で
す
が
、
何
よ
り
も
工
場
用
地
に

つ
い
て
の
行
政
の
協
力
が
決
め
手
で
す
。

Ｑ

大
館
工
場
で
の
生
産
品
目
は
。

Ａ

主
に
病
院
で
使
用
さ
れ
る
医
薬
品

で
す
。
そ
の
中
で
も
注
射
剤
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
現
在
は
人
工
透
析
で
使
わ

れ
る
「
ろ
過
型
人
工
腎
臓
用
補
液
」
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
１２
月
か
ら

は
、
医
療
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
た

「
用
時
溶
解
型
抗
生
物
質
キ
ッ
ト
製
剤
」

の
生
産
ラ
イ
ン
も
稼
動
し
ま
し
た
。

Ｑ

従
業
員
の
採
用
計
画
は
。

Ａ

平
成
１４
年
１２
月
２
日
現
在
の
従
業

員
数
は
１
１
４
人
で
、
男
女
比
は
７
対

３
で
す
。
本
年
４
月
に
は
新
ラ
イ
ン
の

立
ち
上
げ
に
向
け
て
約
１
７
０
人
に
、

将
来
的
に
は
５
０
０
人
体
制
と
す
る
計

画
で
す
。

Ｑ

従
業
員
の
採
用
方
針
は
。

Ａ

化
学
・
薬
学
系
の
学
卒
を
採
用
し

た
い
。
ま
た
、
今
後
の
生
産
ラ
イ
ン
の

増
設
に
と
も
な
い
電
気
・
機
械
系
も
採

用
拡
大
す
る
方
針
で
す
。

Ｑ

中
高
年
者
、
高
齢
者
、
障
害
者
の

採
用
は
。

Ａ

新
卒
者
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
の

中
途
採
用
も
随
時
行
っ
て
お
り
、
中
高

年
者
も
そ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

障
害
者
は
現
在
１
人
を
雇
用
し
て
お

り
、
今
後
も
努
力
し
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
に
は
環
境
整
備
な
ど
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

Ｑ

就
職
希
望
者
に
望
む
こ
と
は
。

Ａ

実
直
で
勤
勉
な
真
面
目
な
人
が
多

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
よ
う
な
人
材
、
業
務
改
善
な
ど
の
提

案
を
積
極
的
に
す
る
人
を
期
待
し
ま
す
。

Ｑ

工
業
用
水
の
利
用
は
。

Ａ

こ
の
工
業
団
地
に
給
水
さ
れ
る
工

業
用
水
を
取
水
し
、
工
場
で
蒸
留
水
に

し
て
製
品
化
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
１

日
３
０
０
ト
ン
程
度
で
す
が
、
将
来
は

経
済
雇
用
対
策
本
部

市
は
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

る
一
方
、
雇
用
の
安
定
、
拡
大
の
た
め

平
成
１３
年
１２
月
に
「
大
館
市
経
済
雇
用

対
策
本
部
」
を
設
置
。
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

○
国
の
緊
急
雇
用
創
出
特
別
基
金
を
活

用
し
て
の
事
業

事
業
年
度
・
１１
年
度
〜
１６
年
度

事

業

費
・
２
億
６
６
０
万
円

雇
用
人
員
・
１
８
２
人（
予
定
）

事
業
内
容

産
業
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
・

運
用
事
業
、
環
境
美
化
推
進
事
業
、

法
定
外
公
共
物
等
公
有
財
産
管
理

事
業
な
ど

○
大
館
ふ
る
さ
と
就
職
面
接
会
の
開
催

○
市
の
制
度
融
資
の
充
実

中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
（
通

称
・
マ
ル
大
）と
中
小
企
業
機
械
類
の

設
備
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
（
通

称
・
大
館
機
械
）の
貸
し
出
し
利
率
を

２
・
４
％
か
ら
２
・
２
％
に
軽
減

○
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
へ
の
対
応

市
の
工
事
代
金
・
物
品
購
入
に
つ
い

て
、
保
証
協
会
が
９
割
ま
で
保
証

○
市
役
所
内
に
離
職
者
相
談
所
の
設
置

○
就
職
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
開
催

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め

雇
用
創
出
に
汗
を

雇
用
創
出
の
た
め
に
は
、
地
域
の
強

み
を
生
か
し
、
産
・
学
・
官
一
体
と

な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

魅
力
的
な
企
業
を
育
て
る
こ
と
が
地
域

の
使
命
で
す
。

若
者
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
職
場

を
確
保
し
、
生
き
生
き
と
市
民
生
活
を

送
る
こ
と
が
新
し
い
力
強
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
行
政
と
一
体
に
な
り
市

民
一
人
ひ
と
り
が
雇
用
創
出
に
汗
を
か

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。
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菱菱山山製製薬薬（（株株））大大館館工工場場
河河村村工工場場長長へへイインンタタビビュューー



１
、０
０
０
〜
１
、４
０
０
ト
ン
の
工
業

用
水
を
利
用
す
る
計
画
で
す
。
良
質
で

安
価
な
こ
の
工
業
用
水
は
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

大
館
工
場
で
産
・
学
・
官
が
一
体
と

な
っ
た
新
製
品
の
開
発
は
。

Ａ

会
社
と
し
て
、
病
院
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た「
ミ
ス
の
起
こ
ら
な
い
・
環
境
に

優
し
い
・
安
価
な
製
品
」の
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
、
新
製
品
の
開
発
は

ニ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
学
・
官
と
の
接
点
は
、工
場

と
し
て
の
効
率
性
や
品
質
向
上
な
ど
生

産
性
を
上
げ
る
こ
と
に
求
め
て
い
ま
す
。

Ｑ

行
政（
県
や
市
）に
望
む
こ
と
は
。

Ａ

化
学
・
薬
学
系
の
人
材
確
保
に
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。
工
場
で
生
産
し

た
も
の
は
遠
距
離
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が

主
で
あ
る
た
め
、
物
流
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
信
コ
ス
ト

の
増
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
道
路

な
ど
の
整
備
と
と
も
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

な
ど
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
の
ニ
ー
ズ
を
行
政
施
策
に
積
極

的
に
生
か
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
当
地
の

企
業
誘
致
も
一
層
進
む
と
思
い
ま
す
。

お
話
を
伺
っ
た
後
、
工
場
内
を
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
部
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
衛
生
管
理
に
細
心
の
注

意
が
払
わ
れ
、
生
産
、
品
質
管
理
な
ど

す
べ
て
の
過
程
に
お
い
て
、
最
新
鋭
の

設
備
機
器
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
本
市
の
誇
る
企
業
と
し
て
、

効
率
ア
ッ
プ
や
信
頼
性
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
を
継
続
的
に
推
進
し
社
員
一

人
ひ
と
り
の
技
術
と
英
知
、
情
熱
を
結

集
し
躍
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

菱
山
製
薬（
株
）大
館
工
場

所

在

地

大
館
市
二
井
田
地
区

（
県
営
大
館
第
２
工
業
団
地
）

工
場
用
地

約
２０
・
５
ha

建
物
面
積

約
２
５
、
０
０
０
�

（
平
成
１４
年
１２
月
現
在
）

事
業
内
容

医
療
用
医
薬
品
の
製
造

操
業
開
始

平
成
１４
年
４
月

本

社

大
阪
市
中
央
区

※
菱
山
製
薬（
株
）は
、
今
後
世
界
を
見

据
え
た
事
業
展
開
を
進
め
る
た
め
に
、

本
年
４
月
に
ニ
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ（
株
）

と
社
名
を
変
更
し
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
特
に
頑
張
っ
て
い
る
就
職
希
望
の
高
校
生
と

企
業
の
皆
さ
ん
に
次
の
エ
ー
ル
を
送
り
、
リ
ポ
ー
ト
を
終
わ
り
ま
す
。

就
職
希
望
の
高
校
生
へ

「
働
く
、生
き
る
」
と
は
企
業
倫
理
を
守
っ
て
企
業

に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
、
そ
れ
を

企
業
は
求
め
て
い
ま
す
。

厳
し
い
就
職
状
況
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
失
敗
を
恐

れ
ず
常
に
挑
戦
す
る
積
極
性

と
「
情
熱
が
あ
れ
ば
努
力
が

始
ま
る
。
努
力
が
あ
れ
ば
成

功
す
る
」と
い
う
逆
境
の
中
で
や
り
遂
げ
る
執
念
が

必
要
で
す
。
ま
た
、こ
れ
を
追
求
す
る
姿
勢
が「
魂
を
ゆ
さ
ぶ

る
生
き
方
」
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

大
館
の
、
い
や
日
本
の
未
来
を
背
負
う
あ
な
た
た
ち
の
未
来
が
輝
か
し
い
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

企
業
の
皆
さ
ん
へ

成
熟
し
た
社
会
で
は
、
企
業
に
は
人
ま
ね
で
な
く

「
未
知
未
到
を
追
い
か
け
、
自
分
で
新
分
野
を
開
発

す
る
」
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
産
革
新
す

な
わ
ち
発
想
を
変
え
た
技
術
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
ラ
イ
バ
ル
と
の
激
し
い

競
争
に
打
ち
勝
ち
、
社
会
に

貢
献
で
き
て
こ
そ
「
真
の
利

益
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
追
求
す
る

こ
と
が
「
真
の
企
業
家
精
神
」
と
考
え
ま
す
。

一
層
の
ご
活
躍
と
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
雇
用
の
創

出
・
拡
大
に
努
力
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

リーディングヒッター

市民リポーターだより No.５

ノーベル賞受章 田中耕一さん
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昔の大館の街並みや生活の様子な
どの写真を募集したところ、昭和３０
～４０年代前半（１９５６～１９６８年）の写真
が集まりました。懐かしい思い出話
とともに、ゆっくりご覧ください。

長木・上川沿・下川沿・真中・二井
田村を編入合併する（３／１）
十二所町を編入合併する（３／３１）
御成町１丁目大火、５０８棟が焼失
する（５／３）

東大館駅前の大火、市の中心街
の大半を焼失する（８／１８）

大館駅前に忠犬ハチ公の銅像が
完成する（１０／１）
第１６回秋田国体大館会場でテニ
ス、バレー、バスケット種目が行
われる（１０／８）

桂城公園内に市民体育館が完成
する（１２／１７）

東京オリンピックが開催される
（１０／１０）

この年、秋田県は史上最高の豊作

第８８回秋田県種苗交換会が開催
される（１１／１１）
花矢町を編入合併する（１２／２１）

鳳凰山で第１回大文字焼きが行
われる（８／６）
御成町大火、２９０棟が焼失する

（１０／１２）

１９５５（Ｓ３０）

１９５６（Ｓ３１）

１９６１（Ｓ３６）

１９６２（Ｓ３７）

１９６４（Ｓ３９）

１９６５（Ｓ４０）

１９６７（Ｓ４２）

１９６８（Ｓ４３）

�

当時はこんなことがありました。

広報大館２００３．１．１

長長木木川川のの水水遊遊びび（（１１９９６６６６年年ごごろろ））。。向向ここううににはは市市営営水水門門前前住住宅宅、、大大文文字字焼焼ききがが
始始ままるる前前のの大大のの字字ののなないい鳳鳳凰凰山山がが見見ええまますす。。

集集団団就就職職列列車車（（１１９９６６１１年年・・現現ＪＪＲＲ大大館館駅駅））。。
就就職職ののたためめにに都都会会へへ旅旅立立つつ「「金金のの卵卵」」たたちち。。

成人の日のフォークダンスの集い
（１９５９年）

全日本スキー選手
権大会（１９５６年・長
根山シャンツェ）。
長野オリンピック
顔負けの大観衆。

東京オリンピック
の聖火リレー
（１９６４年）



雪の大館大橋（１９６１年）

カラスにお礼をする珍しい風習「ぽぽ」の準備（１９６５年・雪沢地
区黒沢）。山仕事の前に、農家の人たちはカラスの鳴き声で吉凶を
知り、災難を避けたといいます。餅などを付けたワラを樹木につ
るして「ぽうぽう」とカラスを呼んだのがこの名前の由来とか。

散散水水車車（（未未舗舗装装のの道道路路にに水水ををままくく））

朝朝のの風風景景（（１１９９６６００年年・・現現ＪＪＲＲ大大館館駅駅））

大大館館駅駅前前朝朝市市場場（（１１９９６６２２年年））

雪解け（１９６１年・御成町４丁目）

ごごみみ収収集集車車

消消防防署署（（現現大大館館市市役役所所））

ババキキュューームムカカーー

桂城幼稚園の運動会（１９５８
年ごろ）。そのころは現在の
桂城公園にありました。

写真を提供いただいた方々
貝森 喜作さん

（御成町１丁目２区）
吉田 一雄さん（長根山）
郷土博物館

広報大館２００３．１．１

有浦地区
（１９６０年）
向こうには
三中（現東中）
体育館と有
浦小学校の
イチョウ。

�



元
旦
の
お
楽
し
み
と
言
え
ば
、
年
賀

状
。
皆
さ
ん
に
は
、
ど
ん
な
年
賀
状
が

届
い
た
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
今
回
号

の
広
報
大
館
の
表
紙
の
年
賀
状
は
い
か

が
で
し
た
か
。
あ
れ
は
、
は
が
き
大
の

小
さ
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
自
分
の
気
持
ち

を
絵
と
文
字
を
使
っ
て
表
現
し
た
「
絵

手
紙
」
で
す
。
冨
樫
さ
ん
は
「
飾
ら
な

い
、
下
手
で
い
い
、
心
を
込
め
て
」
描

く
、
絵
手
紙
教
室
の
先
生
で
す
。

学
生
時
代
の
冨
樫
さ
ん
は
先
生
か
ら

「
あ
な
た
ほ
ど
絵
が
ヘ
タ
な
人
は
い
な

い
」
と
言
わ
れ
、
図
画
の
部
活
を
勧
め

ら
れ
た
ほ
ど
。
と
こ
ろ
が
、
今
か
ら
５

〜
６
年
前
、
ふ
と
見
た
「
下
手
で
い
い
、

下
手
が
い
い
」
と
い
う
絵
手
紙
の
紹
介

に
、
自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
か
と
思
い

立
ち
ま
し
た
。
す
で
に
絵
手
紙
を
始
め

て
い
た
だ
ん
な
さ
ん
に
直
接
指
導
し
て

も
ら
い
、
通
信
講
座
を
受
け
な
が
ら
、

作
品
を
描
き
始
め
ま
し
た
。

絵
手
紙
の
面
白
さ
は
、
自
分
で
苦
労

し
て
描
い
た
絵
手
紙
が
相
手
に
届
い
た

時
に
、
と
て
も
喜
ば
れ
る
こ
と
と
、
ほ

か
の
事
を
全
て
忘
れ
て
、
描
く
こ
と
に

集
中
で
き
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

じ
っ
く
り
と
物
を
観
察
し
、
筆
先
に

意
識
を
集
め
な
が
ら
描
く
絵
手
紙
。
難

し
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
題
材
に
な

ら
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
失
敗

作
も
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
で
も
気
軽

に
描
け
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
、
世

界
で
た
っ
た
一
枚
の
手
作
り
の
作
品
で

す
。「

絵
手
紙
と
出
会
っ
て
、
人
に
や
さ

し
く
な
れ
、
何
に
で
も
感
謝
の
気
持
ち

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」「
た
く
さ

ん
の
人
に
絵
手
紙
の
面
白
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
語
る
、
冨
樫
さ
ん
の

笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

開 館 時 間・９時３０分～１７時１５分
１ 月 の 休 館 日・１日（水）～３日（金）、１２日（日）、

１３日（月）、２３日（木）
１月のテーマ図書・『ダイエット』
（今月の大館親子読書会はお休みします）

司書のおすすめ 『盗まれた記憶の博物館』��

父さんが、弟が、次々と消えて
いく。だれかが私の記憶を消そう
としている…。時空を越えてなぞ
に挑む双子の姉弟を描いた、壮大
な歴史ロマンファンタジー。
中学生におすすめします。

著 者
上 杉 千 郷
水 村 光 男
みなみらんぼう
脇 田 晴 子
福 沢 恵 子
養老孟司ほか
鎌 田 慧
グラハム・ハンコック
高 島 茂 樹
秋 山 賢 三
岡 部 信 彦
坪 井 隆
古 川 久 雄
志 茂 田 景 樹
大 崎 善 生
桜 井 鈴 茂
重 松 清
瀬 名 秀 明
津 本 陽
法 月 ゆ り
新 居 し げ り
作 田 喜 久 子
斉 藤 洋
末 吉 暁 子
茂 市 久 美 子
アルフ・プリョイセン

図 書 名
狛犬（こまいぬ）事典
５時間で頭に入る世界の歴史
みなみらんぼう山の詩（うた）
日本中世被差別民の研究
就職試験の面接
記憶がウソをつく！
反骨のジャーナリスト
神々の世界��
市町村合併のそこが知りたかった
裁判官はなぜ誤るのか
ペット感染症が危ない！
眼の疲れをとる本
植民地支配と環境破壊
男が家を出るとき帰るとき
パイロットフィッシュ
アレルヤ
小さき者へ
あしたのロボット
過ぎてきた日々
彼女のピクニック宣言
昔の「盲導犬」サブ
小学生の英会話日常生活はかせ
ペンギンたんていだん
ぞくぞく村のゾンビのビショビショ
まじょのめざまし
スプーンおばさんのお料理絵本

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

�

さん
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ラルフ・イーザウ・あすなろ書房

中央図書館 �４２－２５２５

（水門町）

私の本棚



歩
く
の
が
得
意
に
な
り
ま
し
た
。
車
を
見
る
の
が
大
好
き

で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
見
に
行
く
ん
で
す
。

や
ん
ち
ゃ
で
元
気
一
杯
。
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
に
大
変
身
。
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
も
負
け
な
い
ぞ
！

○
新
年
の
誓
い

１
�
今
年
こ
そ
ム
ダ
使
い
は
し
な
い
。

２
�
今
年
こ
そ
宝
く
じ
は
セ
ー
ブ
す
る
。

３
�
今
年
こ
そ
健
康
に
気
を
付
け
る
。

４
�
今
年
こ
そ
ア
ル
コ
ー
ル
は
セ
ー
ブ

す
る
。

５
�
今
年
こ
そ
欲
張
ら
な
い
。

（
因
幡
一
男
さ
ん
・
姥
沢
）

○
４
月
か
ら
中
学
３
年
生
に
な
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
こ
の
１
年
で
１
番
大
切

な
こ
と
は「
受
験
勉
強
」で
す
。
今
か
ら

気
が
遠
〜
く
な
り
ま
す
が
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
事
に
も

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
去
年
よ

り
も
一
回
り
成
長
で
き
れ
ば
い
い
な
〜

と
思
い
ま
す
。

（
三
浦
詠
美
さ
ん
・
中
道
）

○
今
年
こ
そ
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
！

と
思

っ
て
い
ま
す
。
お
と
と
し
も
同
じ
事
を

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
昨
年
２
月
に

妊
娠
が
わ
か
り
、
出
産
を
経
た
現
在
で

も
ま
だ
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
き
ず
に
い
ま
す
。

先
日
、子
育
て
相
談
室
の「
親
子
で
リ
ズ

ム
体
操
」に
参
加
し
、ち
ょ
っ
と
意
識
改

革
。
自
宅
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
始
め
て
み

ま
し
た
。春
に
な
っ
た
ら
、息
子（
１
歳
）

と
一
緒
に
お
散
歩
も
し
て
、
健
康
的
に

や
せ
る
ゾ
ー
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
成
田
夏
子
さ
ん
・
御
成
町
３
丁
目
）

○
７０
年
近
く
生
き
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で

満
足
し
て
い
る
が
、
世
界
中
の
人
た
ち

が
、
い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も
自
由
に
行

け
る
地
球
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
個
人
的

に
は
、
４０
年
以
上
書
き
続
け
て
い
る
日

記
（
自
分
史
）
を
継
続
し
、
毎
日
の
１

万
歩
も
続
け
た
い
。
健
康
は
家
族
の
た

め
に
も
。（

吉
田
一
雄
さ
ん
・
長
根
山
）

○
今
年
大
館
を
出
ま
す
。
今
は
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
地
元
で
就
職

が
見
つ
か
ら
ず
や
む
な
く
。
私
は
大
館

が
好
き
な
の
で
必
ず
戻
っ
て
き
ま
す
。

戻
っ
た
時
、
街
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

楽
し
み
で
す
。
大
館
頑
張
れ
！

（
斎
藤
あ
き
さ
ん
・
桂
城
）

○
実
家
に
い
た
こ
ろ
は
、
親
と
は
ぶ
つ

か
っ
て
ば
か
り
。
結
婚
し
て
、
親
孝
行

も
ま
と
も
に
で
き
な
い
ま
ま
、
親
元
を

離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
子
ど
も

も
で
き
て
、
子
育
て
で
手
一
杯
。
子
ど

も
は
２
歳
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
遊

び
に
行
く
予
定
な
の
で
、
少
し
で
も
親

孝
行
を
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

（
井
上
茜
さ
ん
・
南
神
明
町
）

ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
で
は
、

・
毎
月
の
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
思
い
出

話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

・
自
筆
の
イ
ラ
ス
ト
や
決
定
的
な
瞬
間

な
ど
の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

２
月
の
テ
ー
マ
・「
節
分
」

応
募
先
〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
「
ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
」
係

締
め
切
り
・
１
月
１１
日（
土
）

※
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
は
随
時
受
け
付
け
。

問
総
務
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

と き・毎週木曜日
９：３０～１２：３０

ところ・中央公民館
会 費・月額３，０００円
持ち物・裁縫道具一式
申問畠山さん �４２―４３９２

真中公民館に飾られた富樫初雄さん（板沢）の菊の花

「「市市章章」」

け
ん
し
ろ
う

川

島

健
史
郎
く
ん

１月の
テーマ
「新年の
誓い」

（
赤
館
・
１
歳
５
カ
月
）

「「日日のの丸丸」」

け
ん

し
ん

柳

舘

剣

心
く
ん

（
東
台
３
区
・
１
歳
８
カ
月
）

でで んん ごご んん 板板
■洋裁サークル「クローバー」

会員募集

広報大館２００３．１．１�



１４
年
分
所
得
税
・
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
・
贈
与
税
の
税
務
署
窓
口
で
の

相
談
や
申
告
書
の
受
付
期
間
は
次
の
通

り
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告

２
月
１７
日（
月
）〜
３
月
１７
日（
月
）

※
還
付
申
告
は
１
月
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告

１
月
６
日（
月
）〜
３
月
３１
日（
月
）

贈
与
税
の
申
告

２
月
３
日（
月
）〜
３
月
１７
日（
月
）

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
な
ど
）は
、税
務
署
で
は
相
談
・

申
告
書
の
受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

税
務
署
で
は
、確
定
申
告
な
ど
の「
自
書
申
告
」を
勧
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、納
税
に
は
便
利
で
有
利
な

振
替
納
税
を
、
ま
た
還
付
金
の
受
け
取
り
は
口
座
振
り
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
確
定
申

告
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
年

金
の
説
明
会
、
住
宅
取
得
等
控
除
の

説
明
会
当
日
は
会
場
で
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
告
に

必
要
な
書
類
は
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
か
た

と

き

１
月
２９
日（
水
）
１４
時
〜

農
業
収
入
の
あ
る
か
た

と

き

１
月
３１
日（
金
）
１０
時
〜

年
金
収
入
の
み
の
か
た

と

き
１
月
２９
日（
水
）、
３０
日（
木
）１０

時
〜

住
宅
取
得
等
控
除
を
受
け
る
か
た

と

き

１
月
３０
日（
木
）
１４
時
〜

給
与
や
年
金
、
配
当
な
ど
か
ら
所
得

税
を
引
か
れ
て
い
る
か
た
で
、
次
に
該

当
す
る
か
た
は
所
得
税
を
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
２
月
１７
日
か
ら
の

確
定
申
告
の
期
間
は
込
み
合
い
ま
す
の

で
早
め
の
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た

・
住
宅
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た
か
た

・
年
の
途
中
で
退
職
す
る
な
ど
、
年
末

調
整
を
し
て
い
な
い
か
た

・
そ
の
ほ
か
各
種
控
除
を
受
け
る
か
た

※
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、
所
得
税
を

引
か
れ
て
い
な
い
給
与
な
ど
や
、
そ

の
ほ
か
の
所
得
も
あ
わ
せ
て
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
持
ち
い
た
だ
く
物

本
人
名
義
の
通
帳
、
印
鑑
、
源
泉
徴

収
票
、
各
種
控
除
対
象
の
証
明
書
・

領
収
書
・
契
約
書
な
ど

と

き
２
月
９
日（
日
）
９
時
〜
１６
時

と
こ
ろ

樹
海
ド
ー
ム

イ
ベ
ン
ト
広
場
特
設
会
場

対

象

北
東
北
の
小
学
生

※
登
録
選
手
は
１
チ
ー
ム
９
人
で
、

こ
の
ほ
か
大
人
５
人
（
監
督
１
人
、

審
判
２
人
、
雪
球
製
造
係
２
人
）

の
参
加
が
必
要
で
す
。

部

門
高
学
年
の
部
（
男
女
不
問
）

２４
チ
ー
ム

高
学
年
女
子
の
部

１２
チ
ー
ム

低
学
年
の
部
（
男
女
不
問
）

８
チ
ー
ム

参
加
料

１
チ
ー
ム
３
、
０
０
０
円

（
保
険
料
を
含
み
ま
す
）

締
め
切
り

１
月
１５
日（
水
）

申
問

秋
田
県
雪
合
戦
協
会

（
樹
海
ド
ー
ム
内
）

�
４５
―
２
５
０
０

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

�広広報報大大館館２２００００３３．．１１．．１１

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

第
５
回
北
東
北
小
学
生
雪
合
戦
大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集

スス
ノノ
ーー
ババ
トト
ルル
２２００００３３

iinn
大大
館館
樹樹
海海
ドド
ーー
ムム

問
大
館
税
務
署
�
４２
―
１
８
３
６

所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
は

今
月
か
ら
で
き
ま
す

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の

申
告
は
お
早
め
に

所
得
税
の

確
定
申
告
説
明
会



と き ２月２日（日）
開会式８：３０ 競技開始９：３０
ところ 大滝温泉スキー場
対 象
小学４年生以上の市民また
は市内に勤務しているかた

申込方法
スポーツ振興課にある申込用紙に記入のうえ提出くださ
い。大会当日の申し込みは受け付けません。
締め切り １月２０日（月）１７：００（郵送の場合は必着です。）
※大会当日は駐車場が大変込み合います。グループでの相
乗りにご協力ください。また、競技開始までは、車は駐
車場から出られません。

秋田弁護士会の大館・北秋法律相談センター
と き 毎週金曜日（祝日を除く） １３：００～１６：００
ところ サンクレア大館 相談料 ３０分まで５，０００円
内 容 法律的紛争の解決と予防に関する相談のすべて

（予約制）
申問 秋田弁護士会法律相談センター �０１８―８９６―５５９９

私たちのまちでは、お年寄りが自立して生活できるため
に、どのような介護サービスがどのくらい必要なのか、ま
た、そのための介護保険料の負担は…。それが各市区町村
の策定する「介護保険事業計画」です。
介護保険制度では、常に現実に即した事業運営を行うた
め、３年ごとにこの計画を策定することになっています。
介護保険制度スタートから満３年を迎え、市でも第２期
事業計画を策定します。この計画（案）について、皆さんの
理解を深めていただくため各地区説明会を行います。近く
の会場へお気軽にお越しください。

１０月以降、献血者数が激減しています
秋田県赤十字センターの血液
は、現在医療機関からの需要に
こたえるために適正とされる量
の約半分ほどに落ち込んでいま
す。そのため、隣県からの応援
を受けているのが現状です。

献血は、病院などで患者さんが必要とする輸血用血液
や血液製剤を安定して供給するために、大変重要な役割
を担っています。皆さんのご協力をお願いします。

会場・電話番号

１月６日（月）はお休みです。
市役所年金相談室（内線２６３）
サン・アビリティーズ大館�４２－０７６９
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４
サン・アビリティーズ大館

�４３－２２０８
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）
市 役 所 会 議 室

（内線３４８）
市 役 所 会 議 室

（内線２４７）
総 合 福 祉 セ ン タ ー

�４２―８１０１
総 合 福 祉 セ ン タ ー
下 川 沿 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
釈 迦 内 公 民 館
真 中 公 民 館
上 川 沿 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：３０～１５：３０

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

１０：００～１６：００

９：３０～１２：００
（予約制）
１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木
毎週
月～金
毎週
月～金
８日
（水）
２４日
（金）
８日（水）
（２／５）
２３日
（木）
７日（火）
９日（木）
１５日（水）
２２日（水）
２７日（月）
２９日（水）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

いじめ、子
育て一般

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

と こ ろ
大館警察署
有浦 大館三菱自動車販売（株）
ジャスコ（株）大館店
根下戸新町 日本通運（株）大館支店
大館鹿角健康福祉センター〈成分献血〉
片山町３丁目 大館地区総合事務所〈成分献血〉

と き
９：００～１０：００
１０：１０～１１：００
１２：１０～１７：００
８：３０～９：３０
８：５０～１２：２０
１３：３０～１６：００

９日
（木）

１０日（金）
２１日
（火）

サンクレア大館
下川沿公民館
長木公民館
釈迦内公民館
花岡公民館
矢立公民館

１月２１日（火）
１月２２日（水）
１月２３日（木）
１月２４日（金）
１月２７日（月）
１月２８日（火）

と こ ろ
中央公民館
上川沿公民館
十二所公民館
二井田公民館
真中公民館

と き
１月１４日（火）
１月１５日（水）
１月１６日（木）
１月１７日（金）
１月２０日（月）

大回転
小学生各学年・中学生・３０歳未
満・３０代・４０代・５０代・６０歳以上
の各男女

大回転団体
一般（男子２人・女子１人）

距 離
小学生各学年・中学生の男女、
３０歳未満・３０代・４０代・５０代・６０
歳以上の男子、一般女子

リレー
小学生、中学生、一般男女

ミニジャンプ 小学生
スノーボード
スラローム（年齢制限なし）

問 長寿支援課（内線４０２、４１２）

申問 〒０１７‐０８９１大館市字中城１番地
市民体育館内スポーツ振興課 �４２‐０３１０

４４月月かからら介介護護保保険険がが変変わわりりまますす

地地区区説説明明会会をを行行いいまますす

ガガンンババルル選選手手にに大大ききなな声声援援をを！！

市市民民ススキキーー大大会会出出場場者者募募集集

時
間
は
１９
時
〜
２０
時

種 目

成分献血は予約制
大館鹿角健康福祉センター

�５２－３９５２

お気軽に
ご相談ください

１１月

１１月談

血

広報大館２００３．１．１

相

献
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精肉店�

寿し店�
食堂�

飲食店�

クリーニ�
ング店�
クリーニ�
ング店�

弁当店�

薬局�

歯科�
診療所�

ドームドーム�ドーム�

う回路�

通行止め区間�
う回路�

1.8m

1.8m

受
け
付
け
ま
す

市
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

対

象
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業

務
、
物
品
の
購
入
・
役
務
の
提
供

等
の
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る

か
た

受
付
期
間
・
２
月
３
日（
月
）〜
２８
日（
金
）

申
請
様
式

建
設
工
事

市
が
指
定
す
る
様
式

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

国
土
交
通
省
統
一
様
式

物
品
・
役
務
の
提
供
等

市
が
指
定
す
る
様
式

※
物
品
・
役
務
の
提
供
等
の
様
式
は

契
約
検
査
課
で
配
布
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付
場
所
・
市
役
所
契
約
検
査
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.city.odate.akita.jp/

契
約
検
査
課（
内
線
２
７
２
、３
７
５
）

税
へ
の
質
問
に
答
え
ま
す

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

税
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
子
ど
も
に
も
分

か
り
や
す
い
内
容
で
答
え
ま
す
。
利

用
す
る
際
に
必
要
な
コ
ー
ド
表
は
税

務
署
・
市
役
所
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
へ

電
話
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
入
手
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

利
用
方
法

問

と き １月６日（月）８：３０～１２：００
ところ 大町中央通りほか
※式典は１０時から市民文化会館で行います。
交通規制にご協力ください。
全面通行止め 大町中央通り
片側通行止め 常盤木町・馬喰町・裏町・桜町
規制時間 ８：１５～１０：００

市
で
は
、
下
代
野
地
区
で
雨

水
を
排
水
す
る
た
め
の
都
市
下

水
路
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
事
は
ボ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ

る
排
水
管
を
埋
設
す
る
も
の
で
、

完
成
す
る
と
雨
水
が
地
下
へ
ス

ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
通
行
止
め

な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不

便
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

３
月
２５
日（
火
）ま
で
の
車
両

通
行
止
め
期
間
は
、
う
回
路
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

（
内
線
３
４
０
、
３
６
８
）

申し込み先など

申し込みは１月１３
日まで、各コース
申し込みが５人以
下の場合は中止。
湯夢湯夢の里
温水プール
�５２－２７５２

申し込みは１月４日
９：００から、先着順。コ
ミュニティセンター
�４７－７０７０

定員
２５人
２５人

２５人

２５人

各
１０人

費用・持ち物など

水着、スイミン
グキャップ、ス
イムゴーグル

材料費（実費）、エプロン、タオル

参加費（４，５００円）
参加費（４，５００円）

参加費（４，９００円）

参加費（４，９００円）

と き
１月１６日～２月１８日毎週火・木曜日１０：００～１２：００
１月１６日～２月１８日毎週火・木曜日１８：３０～２０：００
１月１６日～２月１８日毎週火・木曜日
１６：３０～１８：３０ 毎週土曜日１４：００～１６：００
１月１７日～２月１４日毎週水・金曜日
１８：００～２０：００毎週土曜日１６：３０～１８：３０
１月１５日～３月１９日毎週水曜日
�９：３０～１１：３０ �１３：３０～１５：３０
１月１８日～３月２２日毎週土曜日
�９：３０～１１：３０ �１３：３０～１５：３０

ところ

湯夢湯夢
の 里
温 水
プ ー ル

北部シルバー
エ リ ア
コミュニティ
セ ン タ ー

教 室 ・ 講 座 名
一般初級者Ａコース（全９回）
一般初級者Ｂコース（全９回）
小学校（４年生以上）
選手育成コース （全１４回）
中学・高校選手育成コース

（全１４回）
水曜日コース��

（全１０回）
土曜日コース��

（全１０回）

水

泳

教

室

陶
芸
教
室

�広報大館２００３．１．１

市 役 所
�４９－３１１１

勇
壮
な
分
列
行
進
と
ま
と
い
振
り

お知らせ

ボックス断面図

問
広
域
消
防
署

�
４３
―
４
１
５
１

電

話

フ
ァ
ッ
ク
ス

�����

�����

プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン

０

を

押

す

プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン

１

を

押

す

�����

�����



ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
コ
ー
ド
表
の
一
例

・
税
金
は
い
つ
で
き
た
の
で
す
か

（
コ
ー
ド：
９
７
１
０
）

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
電
話
番
号

�
・
FAX
０
１
８
―
８
３
２
―
７
７
３
３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.taxanser.nta.go.jp

高
速
道
路
の
交
通
情
報
は

Ｊ
Ｈ
ハ
イ
ウ
エ
イ
テ
レ
ホ
ン
で

日
本
道
路
公
団
の
Ｊ
Ｈ
ハ
イ
ウ
エ

イ
テ
レ
ホ
ン
は
、
高
速
道
路
の
通
行

止
め
・
チ
ェ
ー
ン
規
制
・
渋
滞
な
ど

�
今
現
在
の
交
通
状
況
�
を
即
時
に

確
認
で
き
ま
す
。
出
か
け
る
と
き
は

交
通
状
況
を
確
認
し
て
、
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ハ
イ
ウ
エ
イ
テ
レ
ホ
ン

青
森
局

�
０
１
７
―
７
８
１
―
１
６
２
０

秋
田
局

�
０
１
８
―
８
２
６
―
１
６
２
０

盛
岡
局

�
０
１
９
―
６
３
９
―
１
６
２
０

仙
台
局

�
０
２
２
―
７
１
１
―
１
６
２
０

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
FAX
０
５
７
０
―
００

―
１
６
２
５
）
で
も
高
速
道
路
交

通
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

「
大
館
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
内
の
観
光
地
・
施
設
や
そ
の
回

遊
の
コ
ー
ス
例
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

今
回
号
の
広
報
と
同
時
に
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の
行
楽
の
手

引
き
や
、
帰
省
客
、
観
光
客
へ
の
Ｐ

Ｒ
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

観
光
物
産
課
（
内
線
２
８
３
）

納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い

１
月
は
市
県
民
税
第
４
期
、
国
民

健
康
保
険
税
第
７
期
の
納
期
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納

付
に
は
便
利

で
確
実
な
口

座
振
替
が
お

勧
め
で
す
。

収
納
課

（
内
線
２
２
７
、

２
２
５
）

住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
方
法
を

変
更
で
き
ま
す

最
近
の
不
況
に
伴
う
失
業
や
収
入

の
減
少
な
ど
で
返
済
に
困
っ
て
い
る

か
た
へ
、
返
済
方
法
の
変
更
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

○
住
宅
金
融
公
庫
か
ら

融
資
を
受
け
て
い
る
か
た

・
返
済
期
間
の
延
長
（
最
長
１０
年
）

・
元
金
据
え
置
き
期
間
の
設
定

（
最
長
３
年
）

・
元
金
据
え
置
き
期
間
中
の
金
利
引

き
下
げ

申
し
込
み
締
め
切
り
・
３
月
末
ま
で

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

�
０
２
２
―
２
２
７
―
５
０
０
３

ま
た
は
返
済
中
の
金
融
機
関

○
県
の
住
宅
資
金
か
ら

融
資
を
受
け
て
い
る
か
た

・
返
済
期
間
の
延
長
（
最
長
１０
年
）

秋
田
県
建
築
住
宅
課

�
０
１
８
―
８
６
０
―
２
５
６
２

ま
た
は
返
済
中
の
金
融
機
関

市

民

の

善

意

▽
花
岡
公
民
館
扱
い

花
岡
婦
人
会

瞬
間
湯
沸
器

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
滝
扱
い

和
田
晋
一
さ
ん（
小
袴
）

３
万
円

▽
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

１
万
円

山
田
敬
蔵
さ
ん（
神
奈
川
県
）車
い
す

有
浦
小
学
校

車
い
す

茶
道
裏
千
家
淡
交
会

秋
田
北
支
部
北
鹿
青
年
部

６
万
円

（
有
）グ
ル
メ
き
む
ら

い
す

申問 〒０１７－００３１大館市上代野字稲荷台１－１
樹海ドーム �４５‐２５００
部門と作品サイズ
「一般の部」は四季
折々のドーム、イベ
ント風景などを撮影
した四つ切りサイズ
「ファミリーの部」
は、ドームで撮影し
た２Ｌサイズ。

応募方法
題名、撮影場所、撮影時期、住所、氏名（フリガナ）、
年齢、電話番号、部門、作品を無料で使用して
良いかの可否を記入した出展票を写真裏に張っ
て提出ください。１人何点でも応募できます。

締め切り ２月２８日（金）当日消印有効
作品展示（入場無料）
と き ３月３１日（月）まで １１：００～１９：００
ところ ドームパークセンター展示室

問問

問 市民文化会館 �４９‐７０６６

問

と き １月１９日（日） １９：００開演
ところ 市民文化会館中ホール
入場料（当日は３００円増し）
大人１，５００円 高校生以下５００円

※１２月１６日号１０ページの入場料と出演者名に誤り
がありました。お詫びして今回号で訂正します。

問

募集部門
「金融資産の運用、管理」「生活設計と家計運営」
「子どもとおかね」の３部門
※表彰は、賞状のほか特賞は賞金（２０万円）、優秀
賞は商品券（５万円）、奨励賞は商品券（２万円）、
佳作は商品券（５千円）が贈られます。

締め切り・２月２０日（木） 当日消印有効

第３回おおだて特選落語会「初春の席」チケットは、いとく大館ショッピングセンター、
又久書店（大町店・清水店）、市民文化会館で発売中です。

コ

ー

ド

番

号

を

押

す

�����

�����

回
答
が
音
声
で

聞
こ
え
て
き
ま
す

回
答
が
フ
ァ
ッ
ク
ス

か
ら
出
て
き
ま
す

樹海ドームフォト展覧会作品募集

第３回おおだて特選落語会「初春の席」

テーマは「わたしの大館樹海ドーム」

笑う門には福来る

くらしとおかね体験作文
問 秋田県金融広報委員会事務局

�０１８‐８２４‐７８１４

林林家家二二楽楽（（紙紙切切りり））春春風風亭亭昇昇太太

広報大館２００３．１．１

柳柳家家喬喬太太郎郎

作品募集

�




